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令和6年能登半島地震 2024年1月1日
16時10分

震度7 
石川県志賀町香能

震度6強 
石川県七尾市 垣吉町・能登島向田町
輪島市 三崎町・正院町・大谷町、穴水町ほか
被害の概要
死者281人
行方不明者3人
重傷320人
軽傷980人

   全壊8,756棟
   半壊18,902棟 
   床上浸水6棟
床下浸水19棟
火災発生17件

令和6年7月1日現在

M7.6

令和8年4月現在
震災関連死を含む死者数

↓

723人





阪神淡路大震災以降の震度６強以上を観測した主な地震

年 月日 地震名 マグニチュード 震度

１９９５年（平成 ７年） １月１７日 阪神淡路大震災 Ｍ７．３ 震度７

２０００年（平成１２年） １０月 ６日 鳥取県西部地震 Ｍ７．３ 震度６強

２００３年（平成１５年） ７月２６日 宮城県北部地震 Ｍ６．４ 震度６強

２００４年（平成１６年） １０月２３日 新潟県中越地震 Ｍ６．８ 震度７

２００７年（平成１９年） ３月２５日 能登半島地震2007 Ｍ６．９ 震度６強

２００７年（平成１９年） ７月１６日 新潟県中越沖地震 Ｍ６．８ 震度６強

２００８年（平成２０年） ６月１４日 岩手・宮城内陸地震 Ｍ７．２ 震度６強

２０１１年（平成２３年） ３月１１日 東日本大震災 Ｍ９．０ 震度７

２０１１年（平成２３年） ３月１２日 長野県で誘発地震 Ｍ６．７ 震度６強

２０１１年（平成２３年） ３月１５日 静岡県で誘発地震 Ｍ６．４ 震度６強

２０１１年（平成２３年） ４月 ７日 宮城県沖で余震 Ｍ７．２ 震度６強

２０１６年（平成２８年） ４月１４日 熊本地震（前震） Ｍ６．５ 震度７

２０１８年（平成３０年） ９月 ６日 北海道胆振東部地震 Ｍ６．７ 震度７

２０１９年（令和 元年） ６月１８日 山形県沖地震 Ｍ６．７ 震度６強

２０２３年（令和 ５年） ５月 ５日 能登半島地震2023 M６．５ 震度６強

２０２４年（令和 ６年） １月   １日 能登半島地震2024 M７．６ 震度７

２０２５年（令和 ７年） １２月 8日 青森県東方沖地震 M７．６ 震度６強



①琵琶湖西岸断層帯

②花折断層帯

③木津川断層帯

④鈴鹿西縁断層帯

⑤柳ケ瀬／関ケ原断層帯
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柳ケ瀬・関ケ原断層帯主部（南部）の３０年以内の規模と発生確率

M7.6程度 発生確率は不明







震度６弱

震度６強

震度7



地震のゆれと想定される被害

震度階級 人の体感・行動 屋内の状況 屋外の状況
木造建物（住宅）
耐震性が弱い

５強

非常に恐怖を感じる。行
動に支障を感じる。

棚にある食器類、書棚の
本が多く落ちる。テレビ
が台から落ちることがあ
る。タンスなど重い家具
が倒れることがある。

補強されていないブロッ
ク塀の多くが崩れる。多
くの墓石が倒れる。

壁や柱がかなり破損した
り、傾くものがある。

６弱
立っていることが困難に
なる。

固定していない重い家具
の多くが移動、転倒する。

かなりの建物で壁のタイ
ル、窓ガラスが破損、落
下する。

倒壊するものがある。

６強

立っていることができず、
はわないと動けない。

固定していない重い家具
のほとんどが移動、転倒
する。戸が外れて飛ぶこ
とがある。

補強されていないほとん
どのブロック塀が崩れる。

倒壊するものが多い。

７

ゆれにほんろうされ、自
分の意思で行動できな
い。

ほとんどの家具が大きく
移動し、飛ぶものもある。

ほとんどの建物で、壁の
タイルなどか破損、落下
する。補強されているブ
ロック塀も破損するもの
がある。

耐震性の高い住宅でも
傾いたり破壊するものが
ある。



救助された方のうち、３割
の方が隣近所の方に救助
されました。



自助・共助・公助



自主防災組織の沿革







全国の自主防災組織率

組織率（カバー率）８４．４％

（２０２1．４．１現在）



自主防災組織の課題（全国的な傾向）

・リーダー等の人材育成が進んでいない

・防災活動の参加者が少ない

・活動費や資機材の不足

・活動のマンネリ化、形骸化

・組織の高齢化

・組織活動の組織間の格差

・防災活動に対する住民意識の不足



自主防災組織の規模
•住民が連帯感を持ち、地域の防災活動を効果的に行える程度の規模

•地理的状況、生活環境からみて、住民の日常生活上の範囲として一体性
を有する規模



組織編成による日常の役割、災害時の役割



自主防災組織の活動計画 例

静岡県「自主防災組織関係マニュアルによる



令和8年度 長浜市 草の根防災体制育成事業補助金を活用





日常における活動①

• あらゆる会合の機会をとらえ、できるだけ話し合う機会を増やす。

•地域の行事やイベントの中で、防災を意識づける機会をつくる。

•市町や消防機関等の講演会や研修への参加

•市町地域防災計画等の内容を十分理解するため、説明を受け協議する機
会を設ける。

•災害の発生した現地を視察して、被害状況やより良い対応方策を考える。

•地域における過去の災害事例、災害体験をまとめた広報誌を作成

•防災知識に関するチラシやパンレットの作成や配布

防災知識の普及・啓発



日常における活動②

•地域内の危険物集積地域、延焼拡大危険地域、土砂災害危険区域、ブロッ
ク塀の安全度等の実態把握

•地域の実態に即した消防活動、避難行動要支援者に配慮した避難誘導等
の対応策

•地域内の消火栓や防火水槽等の消防水利の所在確認、古井戸、小川等の
活用検討

•地域の災害履歴や災害に関する伝承等を知り、予防、応急活動に効果的に
活用していく。

•市町等が作成した「ハザードマップ」を活用し、災害に応じた危険箇所を把握
しておく。

地域の災害危険箇所の把握



日常における活動③

•情報収集訓練や情報伝達訓練

•消火訓練

•救出訓練や救護訓練

•避難訓練や避難所運営訓練

•給食訓練や給水訓練

•体験イベント型訓練（防災キャンプ）

•図上訓練や演習（ＤＩＧ・ＨＵＧ・クロスロード・防災クイズ・イメージTEN）

各種防災訓練の実施



DIG（ディグ）は、参加者が地図を使って防災対策を検討する訓練です。
Disaster（災害）、Imagination（想像力）、Game（ゲーム）の頭文字を取って
命名されました。
DIGでは、参加者が大きな地図を囲み、みんなで書き込みを加えながら、ワイ
ワイと楽しく議論をしていきます。
その中であなたは、あなたと家族が住む
地域に起こるかもしれない災害を、より
具体的なものとしてとらえることができ
ます。
また、ゲーム感覚で災害時の対応を考え
ることもできます。
  

災害図上訓練ＤＩＧ



自分たちのまちは、災害に強いのでしょうか？どのような災害リスク（まちの弱
いところ）があるのか？
また、強いところも確認しましょう。
確認したことを大きな地図に落とし
俯瞰（ふかん）すると、災害から
身を守るための様々な事がわか
ります。
避難所まで行くには、どの経路を
選択すればいいのでしょう？
この道は避難所への近道ですが、ブ
ロック塀が続いています・・・など、
地域を防災の観点から再確認！
 

防災まち歩き

２０１４．１．１８ ひこね市民活動まつりでの防災まち歩き



もし、あなたが避難所の運営をしなければならない立場になったとき、最初の
段階で殺到する人々や出来事にどう対応すれば良いのでしょうか。
避難所HUGは、避難所運営を皆で考えるためのひとつのアプローチとして開
発されたものです。
避難者の年齢や性別、国籍やそれ
ぞれが抱える事情が書かれたカー
ドを、避難所の体育館や教室に見立
てた平面図にどれだけ適切に配置
できるか、また避難所で起こる様々
な出来事にどう対応していくかを
模擬体験するゲームです。

避難所運営ゲームＨＵＧ



地震災害時の活動
災害時の状況 自主防災組織に期待される活動・役割

発
生
前

○防災計画の策定
○防災知識の普及
○防災訓練の実施
○資機材等の整備
○災害危険箇所、避難行動要支援者の把握等

災害発生

発
生
直
後

○自身と家族の安全確保
○近隣での助け合い
（出火防止、初期消火、救助等）

～災害発生直後～



災害時の状況 自主防災組織に期待される活動・役割

数
時
間
後

○安否や被害についての情報収集
○初期消火活動
○救出活動
○負傷者の手当・搬送
○住民の避難誘導活動
○避難行動要支援者の避難支援

数
日
後

○避難所運営
○自治体および関係機関の情報伝達
○他団体等への協力依頼
○物資配分、物資需要の把握
○炊き出し等の給食・給水活動
○防疫対策、し尿処理
○避難中の自警（防犯）活動 etc

地域で救援活動に当たる人も
含めて、大部分の人が被災者で

あり、生命の危機・生活環境等の
破壊に対し、自助と地域住民の
共助が中心となる。

～災害発生から数日間～

行政や公的機関による緊急対
応や地域住民と自主防災組織と
しては、初動対応となる消火、避
難、救出・救護、給食・給水塔を
実施する時期となる。

また、外部から様々な支援活
動、人材、支援物資が入ってくる
時期でもある。



風水害時の活動
災害時の状況 自主防災組織に期待される活動・役割

発
生

発
生
前

※早期の情報伝達・事前行動が必要
※土砂災害の前兆現象などに注意し、異常が
あれば自主避難するとともに、市に通報する。
○住民への避難の呼びかけ
○土のう積み等、被害を抑える行動
○避難行動要支援者の避難支援災害発生

災
害
発
生
直
後

※被害を抑えるための行動と避難所運営
○自身と家族の安全確保
○水防活動
○安否や被害についての情報収集
○救出活動、負傷者の手当・搬送 etc

ラジオ・テレビなどの気象情報
に注意し、避難準備情報や避難
勧告・指示に備えて行動する。

また、地域の災害状況に注意す
る。

早期に避難を完了し、避難所当
での安否確認等を実施する時期
である。

また、状況に応じて、水防活動、
救出・救護を実施する。



ここから先は、皆さんの自主的な活動に期待！
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